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研究の全体概要 

現在、多くの淡水魚の生息状況が悪化しており、遺伝的多様性の減少や絶滅が危ぶまれている。そこ

で、希少淡水魚の生息域外保全の新しい技術として、生殖幹細胞の増殖・保存技術を開発するととも

に、野生復帰を想定した復元個体の遺伝的健全性評価法と野外モニタリング法を構築する。絶滅危惧

種の多いドジョウ類とタナゴ類からハカタスジシマドジョウとセボシタビラ（ともに環境省レッドリ

スト絶滅危惧 IA 類）を選定して開発を進めるとともに、入手可能なドジョウ類、タナゴ類、トゲウオ

類などの希少種を追加し、適用魚種を拡大しながら汎用性の高い技術を構築する。 

サブテーマ 1 において、独自に開発してきた生殖幹細胞培養系を２種に導入し、生殖幹細胞を効率

的に増殖させる技術を確立するとともに、増殖した細胞を簡易かつ長期的に保存する方法を開発する。

また、代理親への細胞移植を利用して個体作出を行い、個体復元までの技術を完成させる。サブテーマ

２では、復元個体のゲノム情報から遺伝的多様性と有害遺伝変異レベルを解析し、遺伝的健全性評価

法を開発する。さらにサブテーマ３では、復元した個体の生残率・成長特性を調べるとともに、域外保

全個体の再導入に向けて、放流候補地の環境収容力に応じた適正放流量を推定するための手法を確立

する。最終年度までに、保護事業に関わると想定される機関との意見交換により成果をマニュアル化

する。 

本成果は簡便かつ低コストで生息域外保存を担うための技術基盤として活用され、各種希少淡水魚

類の保護事業に貢献できる。本申請グループは研究対象２種の保護事業に関わってきており、大災害

後の河川改修地から緊急避難させたセボシタビラを施設内で繁殖させ、環境省九州地方環境事務所、

福岡県河川管理者と共同して改修後河川へ試験放流した実績も有することから、新たな生息域外保全

技術が確立すれば、希少淡水魚の野生復帰プロセスの道標になると期待される。 
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